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命題 1.2.9 goc.α(αl,α2, °¨,αた)=αである自然数αl,α2,…,αた(ん≧ 1)に対
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ん=れ         た=π
=α乳♂叩+  Σノ  αitた・ bttιπ9■  】:ノ bitた
た=れp+1             た=29+1
第3章 福井不変量                      29
と表される。mαz"ψ,η9)<レ,引のとき、系1.2.4よりηp≠ηgとなり、
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ん=mp+1            た=π9+1
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と表される。P,9がともに偶数よりηp=ηgのときでもι岬 の係数とιη9
の係数の和は0にならない。従って、











































































































































































F2=∫O Π10 Π2のブ ロ ー ア ッ プ後 の 関 数 F3=F20Π3=(∫O Π10 Π2)O Π3
を考えるとき、1/3,73のどちらの座標近傍上で考えても大きな違いはな
い。ここでは、F2=∫O Π10 Π2のブローアップ後の関数F3=F20Π3=








与えられる。例外因子 ム は鴫 上の無限大に飛んでいて現れない。第 3




































































O+9)N+PN∋0+9)π ttpη→ pい十η)十gm∈pN ttgN




























































































































































































































































































































N               た




















(2),(3)より、m∈ν に対し、α61πである。また、π=(πを,η′)∈「 Eに対し、αOl πである。ただし、民∩島 ≠0(づ≠ブ)である。よって、任
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系 4。3.5斉次多項式
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(Z,十)、 (Q,十)、 侭,十)は群である。ν(2,p:R)をη ttp列の実行列全
体の集合とすると、(M(η,p:叫,十)は群である。











































































































γ≧P191α>P+9         (5.1)
となる。
一方、定理 3.2.3、定理3.2.4(1)より、
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